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1 次の行列式を計算せよ. ただし (5) (6)の答えは式を因数分解した形で答えよ.

(1)

∣∣∣∣∣4 −7

8 −3

∣∣∣∣∣ (2)

∣∣∣∣∣∣∣
1 3 −2

−2 3 5

5 0 −9

∣∣∣∣∣∣∣ (3)

∣∣∣∣∣∣∣∣∣
2 3 −2 0
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−5 2 4 0

3 0 −2 0

∣∣∣∣∣∣∣∣∣ (4)

∣∣∣∣∣∣∣∣∣
−3 −1 1 3

2 1 −2 4

−2 0 1 5

1 4 0 −6

∣∣∣∣∣∣∣∣∣
(5)

∣∣∣∣∣∣∣
x+ y + 2z x y

z y + z + 2x y

z x z + x+ 2y

∣∣∣∣∣∣∣ (6)

∣∣∣∣∣∣∣
1 1 1

x2 y2 z2

x4 y4 z4

∣∣∣∣∣∣∣
2 A =

 6 −3 5

−1 4 −5

−3 3 −4

 に対し, 次の設問に答えよ.

(1) Aの (i, j)余因子を∆ij (1 ≤ i, j ≤ 3) を全て求めよ.

(2) Aの行列式 |A|を計算せよ. さらにAの逆行列A−1を求めよ.

(3) E3を 3次の単位行列とする. 行列 aE3−Aが逆行列を持たないような定数 aの値を全て求めよ.

3 abcd ̸= 0のとき, 次の等式を示せ.∣∣∣∣∣∣∣∣∣
1 + a 1 1 1

1 1 + b 1 1

1 1 1 + c 1

1 1 1 1 + d

∣∣∣∣∣∣∣∣∣ = abcd(1 +
1

a
+

1

b
+

1

c
+

1

d
)

4 3次正方行列Aの行列式 |A|の値が 2のとき, 次の値を求めよ. ただし tAはAの転置行列を表す.

(1) |A−1| (2) |tA| (3) | − A| (4) |A6 · (tA)4 · A−5|

0

1 (1) 44 (2) 24 (3) 20 (4) 78 (5) 2(x+ y + z)3 (6) (x− y)(x+ y)(y − z)(y + z)(z − x)(z + x)

2 (1) (∆ij) =

−1 11 9
3 −9 −9
−5 25 21

 (2) |A| = 6, A−1 =
1

6

−1 3 −5
11 −9 25
9 −9 21


(3) a = 1, 2, 3 (Aが逆行列を持たない⇐⇒ |A| = 0に注意)

3 略

4 (1) 1/2 (2) 2 (3) −2 (4) 32

0※この講義に関する情報は次のWebサイトを参照すること. http://fuji.ss.u-tokai.ac.jp/nasu/2015/lasp.html


